
年間授業計画　新様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈
したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

（５組：伊東・長谷部）

　数学のよさを認識し数学を活用しようとする
態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断
しようとする態度，問題解決の過程を振り返っ
て考察を深めたり，評価・改善したりしようと
する態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

数学 数学Ⅰ

（１組：伊東・大内） （２組：片井木・大内） （３組：長谷部・大内） （４組：片井木・長谷部）

数学 数学Ⅰ 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

　数と式，図形と計量，二次関数及びデータの
分析についての基本的な概念や原理・法則を体
系的に理解するとともに，事象を数学化した
り，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理
したりする技能を身に付けるようにする。

命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的に
みたり目的に応じて適切に変形したりする力，
図形の構成要素間の関係に着目し，図形の性質
や計量について論理的に考察し表現する力，関
数関係に着目し，事象を的確に表現してその特
徴を表，式，グラフを相互に関連付けて考察す
る力，社会の事象などから設定した問題につい
て，データの散らばりや変量間の関係などに着
目し，適切な手法を選択して分析を行い，問題
を解決したり，解決の過程や結果を批判的に考
察し判断したりする力を養う。

第一学習社　新編　数学Ⅰ

数学

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察
する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよう
とする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の
基礎を養う。

数学Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

15

配当
時数

１
学
期

A 数と式
【知識及び技能】
　数を実数まで拡張し，簡単な無理
数の四則計算をする。
　二次の乗法公式及び因数分解の公
式を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　集合の考えを用いて論理的に考察
し，簡単な命題を証明する。
　問題を解決する際に，学習した計
算の方法と関連付けて，式を適切に
利用する。

・整式
・実数

【知識・技能】
　小テスト
【思考・判断・表現】
　小テスト・ノート

○ ○ ○ 18

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

A 数と式
【知識及び技能】
　不等式の解の意味や不等式の性質
について理解し，一次不等式の解を
求める。
　集合と命題に関する基本的な概念
を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　不等式の性質を基に一次不等式を
解く方法を考察する。
　日常の事象や社会の事象などを数
学的に捉え，一次不等式を問題解決
に活用
する。
【学びに向かう力、人間性等】
　身近な事象を題材に、集合的な考
察や、不等式など式として扱うこと
で、数学と結びつける態度をもつ。

○

・関数とグラフ 【知識・技能】
　小テスト
【思考・判断・表現】
　小テスト・ノート

○ ○ ○

○

4

1

B ２次関数
【知識及び技能】
　二次関数の値の変化やグラフの特
徴について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　二次関数の式とグラフとの関係に
ついて，コンピュータなどの情報機
器を用いてグラフをかくなどして多
面的に考察する。

B ２次関数
【知識及び技能】
　二次関数の最大値や最小値を求め
る。
　二次方程式の解と二次関数のグラ
フとの関係について理解する。
　二次不等式の解と二次関数のグラ
フとの関係について理解し，二次関

・２次関数の最大・最小
・２次関数と方程式・不等式

【知識・技能】
　小テスト
【思考・判断・表現】
　小テスト・ノート
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業態度・提出物

・一次不等式
・集合と命題

【知識・技能】
　小テスト
【思考・判断・表現】
　小テスト・ノート
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業態度・提出物

○ ○

定期考査

定期考査

○ ○

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

○



○ 27

定期考査

○ 22

C 図形と計量
【知識及び技能】
　鋭角の三角比の意味と相互関係に
ついて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　図形の構成要素間の関係を三角比
を用いて表現するとともに，定理や
公式として導く。

・鋭角の三角比 【知識・技能】
　小テスト
【思考・判断・表現】
　小テスト・ノート

○ ○ ○ 7

〇 〇

1
合計

117

３
学
期

D データの分析
【知識及び技能】
　分散，標準偏差，散布図及び相関
係数の意味やその用い方を理解す
る。
　コンピュータなどの情報機器を用
いるなどして，データを表やグラフ
に整理したり，分散や標準偏差など
の基本的な統計量を求めたりする。
　具体的な事象において仮説検定の
考え方を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　データの散らばり具合や傾向を数
値化する方法を考察する。
　目的に応じて複数の種類のデータ
を収集し，適切な統計量やグラフ，
手法などを選択して分析を行い，
データの傾向を把握して事象の特徴
を表現する。
　不確実な事象の起こりやすさに着
目し，主張の妥当性について，実験
などを通して判断したり，批判的に
考察したりする。
【学びに向かう力、人間性等】
　日常や社会の事象について、統計
処理を通して分析し、データ同士の
比較をするなど考察をする習慣を身
につける。

・データの整理と分析
・データの相関
・統計的な見方

【知識・技能】
　小テスト
【思考・判断・表現】
　小テスト・ノート
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業態度・提出物

○ ○

フとの関係について理解し，二次関
数のグラフを用いて二次不等式の解
を求める。
【思考力、判断力、表現力等】
　二つの数量の関係に着目し，日常
の事象や社会の事象などを数学的に
捉え，問題を解決したり，解決の過
程を振り返って事象の数学的な特徴
や他の事象との関係を考察したりす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　事象をグラフで可視化し、特徴を
捉え考察する態度を身に着ける。

○ ○

定期考査 ○ ○

定期考査
○ ○ 1

２
学
期 1

C 図形と計量
【知識及び技能】
　三角比を鈍角まで拡張する意義を
理解し，鋭角・鈍角の三角比の関連
を理解する。
　正弦定理や余弦定理について三角
形の決定条件や三平方の定理と関連
付けて理解し，三角形の辺の長さや
角の大きさなどを求める。
【思考力、判断力、表現力等】
　図形の構成要素間の関係を三角比
を用いて表現するとともに，定理や
公式として導く。
　図形の構成要素間の関係に着目
し，日常の事象や社会の事象などを
数学的に捉え，問題を解決したり，
解決の過程を振り返って事象の数学
的な特徴や他の事象との関係を考察
したりする。
【学びに向かう力、人間性等】
　計量や測量に三角比が活用されて
いる事例を知り、実測が難しい事項
を数学的に処理する視点を身につけ
る。

・鈍角の三角比
・図形の計量

【知識・技能】
　小テスト
【思考・判断・表現】
　小テスト・ノート
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業態度・提出物

○ ○ ○ 19



年間授業計画　

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○

○

○ ○

○ ○ 1

D　確率とその基本性質
【知識及び理解】
確率の意味や基本的な法則について
の理解を深め，それらを用いて事象
の確率や期待値を求めることができ
る。　　　　【思考力、判断力、表
現力等】　確率の性質や法則に着目
し，確率を求める方法を多面的に考
察することができる。

・試行と事象　　　　　　　　・
事象の確率　　　　　　　　・積
事象　　　　　　　　　　・和事
象　　　　　　　　　　・排反事
象　　　　　　　　　・確率の基
本性質　　　　　　・余事象の確
率

【知識・技能】
　小テスト
【思考・判断・表現】
　小テスト　ノート

〇 〇

・順列　　　　　　　　　　　・
円順列　　　　　　　　　　・重
複順列　　　　　　　　　・組合
せの総数　　　　　　　・同じも
のを含む順列

【知識・技能】
　小テスト
【思考・判断・表現】
　小テスト　ノート
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業態度

○ ○

定期考査
○

14

・集合の要素の個数　　　　　・
補集合の要素の個数　　　　・樹
形図　　　　　　　　　　・和の
法則　　　　　　　　　・積の法
則

定期考査
○ ○

定期考査

C 順列・組合せ
【知識及び技能】
　具体的な事象を基に順列及び組合
せの意味を理解し，順列の総数や組
合せの総数を求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　事象の構造などに着目し，場合の
数を求める方法を多面的に考察する
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　身近な事象から具体的に順列や組
合せを見いだそうとしている。

定期考査

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよう
とする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の
基礎を養う。

数学A

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ ○ 10

配当
時数

A 集合
【知識及び技能】
集合に関する基本的な概念を理解す
る。　　　　　　　　　　【思考
力、判断力、表現力】　　　部分集
合、共通部分、和集合、補集合をベ
ン図を利用し表現することができ
る。

  

・集合の表し方
・部分集合
・共通部分と和集合　　　　　・
補集合

【知識・技能】
　小テスト
【思考・判断・表現】
　小テスト　ノート

○ ○ 5

B 場合の数
【知識及び技能】
　集合の要素の個数に関する基本的
な関係や和の法則，積の法則などの
数え上げの原則について理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　和の法則と積の法則の有意性に気
づき、それらの違いを明確に説明す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　身近な事象において、和の法則や
積の法則を活用できる場面を見いだ
そうとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【知識・技能】
　小テスト
【思考・判断・表現】
　小テスト　ノート
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業態度

〇 〇

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈
したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

（　５組：片井木） （　組：　　　　）

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度、問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり、評価・改善したりしようとす
る態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

数学 数学A

（　１組：大内　） （　２組：長谷部　）（　３組：片井木　）（　４組：大内　）

数学 数学A 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

図形の性質、場合の数と確率についての基本的
な概念や原理・法則を体系的に理解するととも
に、事象を数学化したり、数学的に解釈した
り、数学的に表現・処理したりする技能を身に
付けるようにする。

図形の性質を見いだし、論理的に考察する力、
確率の性質などに基づいて事象の起こりやすさ
を判断する力、事象に数学の構造を見いだし、
数理的に考察する力を養う。

第一学習社　新編　数学A

数学

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察
する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

1

14

１
学
期

２
学
期

1

10

1

F　いろいろな確率
【知識及び理解】
独立な試行の意味を理解し、独立な
試行の確率を求めることができる。
　条件付き確率の意味を理解し，簡
単な場合について条件付き確率を求
めることができる。【思考力、判断
力、表現力】　　　独立な試行、反
復試行など判断し確率を求めること
ができる。

・独立な試行　　　　　　　　・
反復試行　　　　　　　　　・条
件付き確率

【知識・技能】
　小テスト
【思考・判断・表現】
　小テスト　ノート



G 三角形の性質
【知識及び理解】
三角形に関する基本的な性質を理解
することができる。　　　【思考
力、判断力、表現力】　　　図形の
構成要素間の関係や既に学習した図
形の性質に着目し，図形の新たな性
質を見いだし，その性質について論
理的に考察したり説明したりするこ
とができる。

・内分と外分　　　　　　　　・
平行線の性質　　　　　　　・三
角形の重心　　　　　　　・三角
形の外心　　　　　　　・三角形
の内心　　　　　　　・チェバの
定理　　　　　　　・メネラウス
の定理

【知識・技能】
　小テスト
【思考・判断・表現】
　小テスト　ノート

〇 〇

・円周角の定理とその逆　　　・
円に内接する四角形　　　　・円
と直線　　　　　　　　　・接線
と弦のつくる角　　　　・方べき
の定理　　　　　　　・２つの円
の位置関係　　　　・２つの円の
共通接線

【知識・技能】
　小テスト
【思考・判断・表現】
　小テスト　ノート

〇 〇

合計

78

10

３
学
期

定期考査
○ ○ 1

10

H 円の性質
【知識及び理解】
円に関する基本的な性質に関して理
解することができる。　　【思考
力、判断力、表現力】　　　図形の
性質について統合的・発展的に考察
することができる。



年間授業計画　新様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 選択必修

教科担当者：

使用教科書：なし

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

〇 〇 〇 14

1

３
学
期

Ｃ図形
【知識及び技能】
図形の基本的な性質を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
図形の性質に着目して、関連付けたり、
問題を解決したりできる。
【学びに向かう力、人間性等】
目標を設定し、自ら学び、学習の過程を
振り返ることができる。

・図形
・図形の問題解決
・中学校２学年の内容の振り返り

【知識・技能】
図形の基本的な性質を理解している。
【思考・判断・表現】
図形の性質に着目して、関連付けたり、問題を
解決したりできる。
【主体的に学習に取り組む態度】
目標を設定し、自ら学び、学習の過程を振り返
ることができる。

〇 〇

・関数
・関数の問題解決
・中学校１学年の内容の振り返り

【知識・技能】
関数について理解している。
関数の値を求めることができる。
【思考・判断・表現】
関数の性質に着目して、関連付けたり、問題を
解決したりできる。
【主体的に学習に取り組む態度】
目標を設定し、自ら学び、学習の過程を振り返
ることができる。

○ ○

定期考査

定期考査

〇 14

○ ○

○

○

○

1

数と式，関数，図形，確率・統計についての基
本的な概念や原理・法則を体系的に理解すると
ともに，事象を数学化したり，数学的に解釈し
たり，数学的に表現・処理したりする技能を身
に付けるようにする。

数の範囲や式の性質に着目し，等式や不等式が
成り立つことなどについて論理的に考察する
力，座標平面上の図形について構成要素間の関
係に着目し，方程式を用いて図形を簡潔・明
瞭・的確に表現したり，図形の性質を論理的に
考察したりする力，関数関係に着目し，事象を
的確に表現してその特徴を数学的に考察する
力，関数の局所的な変化に着目し，事象を数学
的に考察したり，問題解決の過程や結果を振り
返って統合的・発展的に考察したりする力を養
う。

数学

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考
察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を身に付けている。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判
断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり評価・改善したりしようとする態度を
身に付けている。

実用数学

12

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

Ａ数と式
【知識及び技能】
数と式の計算の基本的な計算ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
数と式の性質に着目して、関連付けた
り、問題を解決したりできる。
【学びに向かう力、人間性等】
目標を設定し、自ら学び、学習の過程を
振り返ることができる。

・数と式の計算
・方程式
・数と式の問題解決
・方程式の問題解決
・中学校１学年の内容の振り返り

【知識・技能】
数と式の計算の基本的な計算ができる。
【思考・判断・表現】
数と式の性質に着目して、関連付けたり、問題
を解決したりできる。
【主体的に学習に取り組む態度】
目標を設定し、自ら学び、学習の過程を振り返
ることができる。

○ ○ ○ 12

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

Ｂ関数
【知識及び技能】
関数について理解する。
関数の値を求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
関数の性質に着目して、関連付けたり、
問題を解決したりできる。
【学びに向かう力、人間性等】
目標を設定し、自ら学び、学習の過程を
振り返ることができる。

・思考力を必要とする問題解決
・中学校３学年の内容の振り返り

【知識・技能】
問題解決に必要な知識を理解している。
【思考・判断・表現】
数学的な思考力を身につけている。
【主体的に学習に取り組む態度】
目標を設定し、自ら学び、学習の過程を振り返
ることができる。

１
学
期

Ｄ確率、統計
【知識及び技能】
確率・統計の基本的な用語を理解する。
確率や統計量を求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
確率や統計を用いて問題を解決すること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
目標を設定し、自ら学び、学習の過程を
振り返ることができる。

・確率、統計
・確率、統計の問題解決
・中学校２学年の内容の振り返り

【知識・技能】
確率・統計の基本的な用語を理解している。
確率や統計量を求めることができる。
【思考・判断・表現】
確率や統計を用いて問題を解決することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
目標を設定し、自ら学び、学習の過程を振り返
ることができる。

２
学
期

高等学校 令和５年度（12学年用） 教科

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解
釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けている。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて
判断しようとする態度，問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとする態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

数学 実用数学

長谷部達郎

数学 実用数学 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

定期考査

合計

78

21

定期考査
○ ○ 1

〇 〇 〇

定期考査
○ ○ 1

Ｅ数学的思考力
【知識及び技能】
問題解決に必要な知識を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
数学的な思考力を身につける。
【学びに向かう力、人間性等】
目標を設定し、自ら学び、学習の過程を
振り返ることができる。



年間授業計画　新様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 選択クラス

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈
したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けている。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて
判断しようとする態度，問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとする態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

数学 数学B

大柴

数学 数学B 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

数列，統計的な推測についての基本的な概念や
原理・法則を体系的に理解するとともに，数学
と社会生活の関わりについて認識を深め，事象
を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的
に表現・処理したりする技能を身に付けるよう
にする。

離散的な変化の規則性に着目し，事象を数学的
に表現し考察する力，確率分布や標本分布の性
質に着目し，母集団の傾向を推測し判断した
り，標本調査の方法や結果を批判的に考察した
りする力，日常の事象や社会の事象を数学化
し，問題を解決したり，解決の過程や結果を振
り返って考察したりする力を養う。

第一学習社　新編　数学B

数学

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察
する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を身に付けている。

数列，統計的な推測及び数学と社会生活の分野において，数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようと
する態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，事象に数学の構造を見い出そうとす
る態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり評価・改善したりしようとする態度を身に付けてい
る。

数学B

15

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

A 数列
【知識及び技能】
・ 数列に関する基本的な用語の意
味を理解している。
・ 等差数列について理解してい
る。
・ 等差数列の一般項や和を求める
ことができる。
・ 等比数列について理解してい
る。
・ 等比数列の一般項や和を求める
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・ 等差数列の一般項や和を求める
過程を考察することができる。
・ 等比数列の一般項や和を求める
過程を考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ある規則にしたがって並んでいる
身の回りの数の列に関心をもち，こ
れらの数の列について進んで調べよ
うとする。
・等差数列の一般項や和について関
心をもち，進んでこれらを求めてみ
ようとする。
・ 等比数列の一般項や和について
関心をもち，進んでこれらを求めて
みようとする。

・数列と一般項
・等差数列
・等差数列の和
・等比数列

【知識・技能】
　小テスト
【思考・判断・表現】
　小テスト・ノート
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業態度・提出物

○ ○ ○ 15

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1○

○

○

A　数列
【知識及び技能】
・ 階差数列の意味について理解し
ている。
・ 階差数列を用いて一般項を求め
ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・ 階差数列を用いて一般項を求め

・階差数列 【知識・技能】
　小テスト
【思考・判断・表現】
　小テスト・ノート
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業態度・提出物

〇 〇

・等比数列の和
・自然数の2乗の和
・和の記号Σとその性質

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

○ ○

定期考査

A 数列
【知識及び技能】
・ 等比数列の一般項や和を求める
ことができる。
・ 和の記号Σの意味とその性質に
ついて理解している。
・ 数列の和を，和の記号Σを用い
て処理することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・ 自然数の2乗の和の公式を導く過
程を考察することができる。
・ 和の記号Σの性質を導く過程を
考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・自然数の2乗の和について関心を
もち，工夫して求めてみようとす
る。

１
学
期

○ ○

定期考査

1

〇 11



〇

・ 階差数列を用いて一般項を求め
る過程を考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・階差数列に関心をもち，これを用
いてもとの数列の一般項を求めてみ
ようとする。

〇 〇

78

２
学
期

３
学
期

定期考査
○ ○

B 統計的な推測
【知識及び技能】
・ 確率変数の意味を理解したうえで，確率分布を求めることが
できる。
・ 確率変数の平均，分散，標準偏差の意味について理解してい
る。
・ 確率変数の平均，分散，標準偏差を求めることができる。
・ 二項分布及びその平均と標準偏差について理解している。
・ 二項分布の平均と標準偏差を求めることができる。
・ 確率変数が連続的な値をとるときの確率分布について理解し
ている。
・ 確率密度関数が与えられているとき，確率変数がある範囲の
値をとる確率を求めることができる。
・ 正規分布及び標準正規分布の意味を理解している。
・ 標準正規分布にしたがう確率変数がある範囲の値をとる確率
を求めることができる。
・ 正規分布にしたがう確率変数について，標準化して確率を求
めることができる。
・ 二項分布の正規分布による近似について理解している。
・ 二項分布における確率を正規分布で近似して求めることがで
きる。
・ 標本調査に関する基本的な用語の意味を理解している。
・ 母集団から無作為標本を抽出することができる。
・ 母集団分布について，母平均，母標準偏差を求めることがで
きる。
・ 標本平均の確率分布について理解している。
・ 標本平均の確率分布を求めることができる。
・ 標本平均の平均及び標準偏差と母平均及び母標準偏差との関
係について理解し，標本平均の平均や標準偏差を求めることがで
きる。
・ 標本平均の分布を正規分布に近似することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
 確率分布を，確率変数のとる値とそれらの値をとる確率との対
応関係であるととらえることができる。
 確率変数の平均，分散，標準偏差を導く過程について考察する
ことができる。
 確率変数aX+bの平均，分散，標準偏差と確率変数Xの平均，分
散，標準偏差との関係を導く過程について考察することができ
る。
 二項分布を導く過程や二項分布の平均と標準偏差を導く過程を
考察することができる。
 確率密度関数について考察することができる。
 二項分布を正規分布で近似する過程を考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・確率分布の考えについて関心をもち，これらについて，進んで
調べようとする。
・確率変数aX+bの平均，分散，標準偏差について関心をもち，確
率変数Xの平均,分散，標準偏差との関係について調べようとす
る。
・二項分布について関心をもち，進んで調べようとする。
・二項分布の平均と標準偏差について関心をもち，これらについ
て進んで調べようとする。
・連続的な値をとる確率変数とその確率分布に関心をもち，進ん
で調べようとする。
・正規分布に関心をもち，進んで調べようとする。
・二項分布の正規分布による近似に関心をもち，進んで調べよう
とする。

・確率変数とその分布
・確率変数の平均
・二項分布
・連続型確率変数
・正規分布
・二項分布の正規分布による近似

【知識・技能】
　小テスト
【思考・判断・表現】
　小テスト・ノート
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業態度・提出物

〇 〇 〇

〇 16

○ ○
定期考査

1

16

合計

1

定期考査 ○ ○

A　数列
【知識及び技能】
・ 数列の帰納的定義や漸化式につ
いて理解している。
・ 漸化式で表された数列の一般項
を求めることができる。
・ 数学的帰納法による証明法を理
解している。
・ 数学的帰納法によって等式や整
数の性質を証明することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・ 漸化式で表された数列の一般項
を求める過程を考察することができ
る。
・ 数学的帰納法による証明のしく
みやよさを考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ 漸化式で表された数列に関心を
もち，進んで一般項を求めてみよう
とする。
・ 数学的帰納法に関心をもち，証
明のしくみやよさを知ろうとする。

〇 11

1

・漸化式
・数学的帰納法

【知識・技能】
　小テスト
【思考・判断・表現】
　小テスト・ノート
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業態度・提出物

〇



年間授業計画　新様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

・直線上の点の座標
・平面上の点の座標
・直線の方程式
・2直線の平行と垂直
・円の方程式
・円と直線

【知識・技能】
　小テスト
【思考・判断・表現】
　小テスト・ノート
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業態度・提出物

定期考査

指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

C 図形と方程式
【知識及び技能】
・ 与えられた条件を満たす直線の方程式を求め
ることができる。
・ 直線の方程式の一般形から，傾きやy切片を
求めることができる。
・ 直線の平行条件や垂直条件を理解している。
・ 点と直線の距離を求めることができる。
・ 与えられた条件を満たす円の方程式を求める
ことができる。

・複素数とその演算
・解の公式
・剰余の定理、因数定理
・高次方程式

○

【知識・技能】
　小テスト
【思考・判断・表現】
　小テスト・ノート
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業態度・提出物

○

【思考力、判断力、表現力等】

いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数
関数，三角関数及び微分・積分の考えについて
の基本的な概念や原理・法則を体系的に理解す
るとともに，事象を数学化したり，数学的に解
釈したり，数学的に表現・処理したりする技能
を身に付けるようにする。

数の範囲や式の性質に着目し，等式や不等式が
成り立つことなどについて論理的に考察する
力，座標平面上の図形について構成要素間の関
係に着目し，方程式を用いて図形を簡潔・明
瞭・的確に表現したり，図形の性質を論理的に
考察したりする力，関数関係に着目し，事象を
的確に表現してその特徴を数学的に考察する
力，関数の局所的な変化に着目し，事象を数学
的に考察したり，問題解決の過程や結果を振り
返って統合的・発展的に考察したりする力を養
う。

第一学習社　新編　数学Ⅱ

数学

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考
察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を身に付けている。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判
断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり評価・改善したりしようとする態度を
身に付けている。

数学Ⅱ

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ ○ 26

配当
時数

A 式と証明
【知識及び技能】
・ 3次の乗法公式および因数分解の
公式の導き方や適用の仕方について
理解している。
・ 展開式のある項の係数を，二項
定理を用いて求めることができる。
・ 整式どうしの割り算を行い，商
と余りを求めることができる。
・ 分数式の約分，通分や四則計算
を行うことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・問題を解決する際に，学習した計
算の方法と関連付けて，式を適切に
利用できる。
・ 組合せの考えをもとに，二項定
理を導く過程を考察することができ
る。
・ 整数の割り算と整式の除法との
共通点に注目し，除法の原理につい
て考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・パスカルの三角形に関心をもち，
性質などを調べてみようとする。
・二項定理に関心をもち，具体的な
場面に活用してみようとする。

・整式の乗法、因数分解
・整式の除法
・分数式とその計算

【知識・技能】
　小テスト
【思考・判断・表現】
　小テスト・ノート

○ ○ ○ 25

B 複素数と方程式
【知識及び技能】
・ 複素数の定義を理解している。
・ 虚数単位iを用いて負の数の平方
根を表すことや，複素数の四則計算
を行うことができる。
・ 2次方程式を，解の公式を用いて
複素数の範囲で解くことができる。
・ 2次方程式の解の判別をすること
ができる。
・ 解についての条件が与えられた2
次方程式の係数の値やとり得る値の
範囲を，判別式を利用して定めるこ
とができる。
・ 解と係数の関係を，問題解決の
場面で活用することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・ 複素数が実数を拡張したもので
あることを理解し，実数について成
り立つ性質を包含していることを，
説明することができる。
・ 2次方程式の解と係数の関係を導
く過程を，考察したり説明したりす
ることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・ 数の体系や複素数の計算の規則
に関心をもち，調べてみようとす
る。
・ 2次方程式が複素数の範囲で必ず
解けることに関心をもち，方程式の
解について調べてみようとする。

単元の具体的な指導目標

１

学

期

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解
釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けている。

（５組：大柴　）

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて
判断しようとする態度，問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとする態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

数学 数学Ⅱ

（１組：大柴　） （２組：伊東　） （３組：大柴　） （４組：大内　）

数学 数学Ⅱ 4

【知識及び技能】



D　三角関数
【知識及び技能】
・ 角を，動径の回転した量と考える見方について理解して
いる。
・ 角の動径を図示したり，動径の表す一般角を求めたりす
ることができる。
・ 弧度法による角の表し方について理解し，度数法による
表し方との相互の変換を行うことができる。
・ 扇形の弧の長さや面積を求めることができる。
・ 一般角の三角関数の定義について理解し，代表的な三角
関数の値を求めることができる。
・ 三角関数の性質や相互関係を理解し，それらを利用して

・一般角
・弧度法
・三角関数
・三角関数を含む方程式・不等式
・三角関数の加法定理
・2倍角の公式、半角の公式
・三角関数の合成

【知識・技能】
　小テスト
【思考・判断・表現】
　小テスト・ノート
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業態度・提出物

○ ○

定期考査 1

ことができる。
・ 円の方程式から，中心と半径を求めることが
できる。
・ 円と直線の共有点の座標を求めることができ
る。
・ 円と直線の位置関係を調べたり，与えられた
位置関係を満たすような円を求めたりすること
ができる。
・ 円上の点における接線や円外の点から引いた
接線の方程式を求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・ 2点間の距離や内分点・外分点の座標を求め
る公式をもとにして，ある点が満たす条件を式
の形で表すことができる。
・ 三角形の重心の座標を求める公式を，重心が
満たす図形的な性質から導くことができる。
・ 座標平面上の図形を，方程式を満たす点の集
まりとみることができる。
・ 2直線の垂直条件を導く過程について，説明
することができる。
・ 与えられた条件を満たす円の方程式の求め方
を考察することができる。
・ 円と直線の位置関係を，連立方程式の実数解
の個数，および円の中心から直線までの距離と
半径との大小関係から，説明することができ
る。
・ 円の接線の方程式を，接線の図形的な性質か
ら導くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・具体的な問題解決の場面で，2点間の距離や内
分点・外分点の公式を積極的に活用しようとす
る。
・直線の方程式が定まる条件に関心をもち，調
べてみようとする。
・円が方程式によって表されることに関心をも
ち，いろいろな円を方程式で表してみようとす
る。
・円と直線の位置関係が連立方程式の解に帰着
することに関心をもち，それをもとに位置関係
を調べてみようとする。

○ ○

○ 24



３

学

期

未知の三角関数の値や式の値を求めることができる。
・ 簡単な三角関数のグラフをかくことができる。
・ 三角関数を含む簡単な方程式や不等式を解くことができ
る。
・ 三角関数の加法定理を利用して，三角関数の値を求める
ことができる。
・ タンジェントの加法定理を利用して，2直線のなす角を求
めることができる。
・ 2倍角の公式や半角の公式を利用して，三角関数の値を求
めたり，やや複雑な三角方程式を解いたりすることができ
る。
・ サインとコサインを含む式を，三角関数の合成を利用し
て，サインだけの式に直すことができる。
・ 三角関数の合成を利用して，サインとコサインを含む式
の最大値や最小値を求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・ 単位円について理解し，単位円を導入して考えるよさを
説明することができる。
・ 三角関数の性質や相互関係を導く過程を考察することが
できる
・ 三角関数の性質を利用して，三角関数の値を手際よく求
めることができる。
・ 三角関数の性質から，周期性や対称性などのグラフの特
徴を考察したり説明したりすることができる。
・ 三角関数のグラフを平行移動したり拡大・縮小したグラ
フについて，もとのグラフとの関係を，考察したり説明した
りすることができる。
・ 三角関数の加法定理を導く過程を考察することができ
る。
・ 三角関数の加法定理から，2倍角の公式や半角の公式，三
角関数の合成の公式を導く過程を考察することができる。
・ 問題解決の場面で，三角関数の加法定理や派生する諸公
式を，適切に選んで利用することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・三角関数の相互関係や性質に関心をもち，いろいろな三角
関数の値を求めてみようとする。
・三角関数のグラフに関心をもち，調べてみようとする。
・三角関数の加法定理について関心をもち，調べてみようと
する。
・いろいろな問題解決の場面で，三角関数の2倍角の公式や
半角の公式，三角関数の合成を積極的に活用しようとする。

〇 〇

1

24

〇 24

定期考査

E　指数関数・対数関数
【知識及び技能】
・ 0や負の整数の指数の定義，および指数法則が成り立つこ
とについて理解している。
・ 0や負の整数の指数を含んだ式を計算することができる。
・ 累乗根を含む式を簡単にしたり，累乗根の値を求めたり
することができる。
・ 有理数の指数の定義や指数法則が成り立つことについて
理解している。
・ 有理数の指数を含んだ式を計算することができる。
・ 指数関数のグラフをかくことができる。
・ 指数関数のグラフの特徴や指数関数の性質について理解
している。
・ 指数関数の性質を利用して，数の大小を比較したり，簡
単な方程式や不等式を解いたりすることができる。
・ 対数の定義について理解している。
・ 指数を用いて表された式と対数を用いて表された式を，
相互に書き換えることができる。
・ 対数の性質や底の変換公式を利用して，対数を含む式を
計算することができる。
・ 対数関数のグラフをかくことができる。
・ 対数関数のグラフの特徴や対数関数の性質について理解
している。
・ 対数関数の性質を利用して，数の大小を比較したり，簡
単な方程式や不等式を解いたりすることができる。
・ 常用対数の意味について理解している。
・ 常用対数を利用して，自然数の桁数を求めることができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・ 指数を増減させたときの値の変化の規則性を踏まえ，指
数を0や負の整数まで拡張する意義を考察することができ
る。
・ 累乗根の性質を踏まえ，指数を有理数まで拡張する意義
を考察することができる。
・ グラフの形状から指数関数の性質の特徴を把握し，数の
大小比較や方程式・不等式の解法について考察することがで
きる。
・ 指数法則の利用によって，対数の性質や底の変換公式を
導く過程を考察することができる。
・ 指数関数のグラフと対数関数のグラフの位置関係につい
て，対数の意味を踏まえて説明することができる。
・ グラフの形状から対数関数の性質の特徴を把握し，数の
大小比較や方程式・不等式の解法について考察することがで
きる。
・ 常用対数の意味を踏まえ，自然数の桁数を求める方法に
ついて考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・拡張された指数についても指数法則が成り立つことに関心
をもち，積極的に活用しようとする。
・指数関数のグラフに関心をもち，調べてみようとする。
・指数と対数の関係について関心をもち，いろいろな対数の
性質を調べてみようとする。
・対数関数のグラフに関心をもち，調べてみようとする。

・整数の指数
・累乗根
・指数の拡張
・指数関数とそのグラフ
・対数の性質
・対数関数とその性質

【知識・技能】
　小テスト
【思考・判断・表現】
　小テスト・ノート
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業態度・提出物

２

学

期

定期考査 ○ ○ 1

F　微分と積分
【知識及び技能】
・ 平均変化率を求めることができる。
・ 極限値について理解している。
・ 微分係数の定義と，その図形的意味について理解してい
る。
・ 定義にしたがって，微分係数や導関数を求めることがで
きる。
・ 公式を利用して，導関数を求めることができる。
・ 変数がx，y以外の関数について，微分することができ
る。
・ 導関数から微分係数を求めることができる。
・ 与えられた条件を満たす接線の方程式を求めることがで
きる。
・ 導関数を用いて，関数の増加・減少を調べることができ
る。
・ 関数の極値について理解している。
・ 関数の極大値や極小値を求めることができる。
・ 関数の増減を調べてグラフをかくことができる。また，
極値に関する条件から，関数の未知の係数を求めることがで
きる。
・ 関数の増減を調べて，最大値や最小値を求めることがで
きる。
・ 関数のグラフを利用して，方程式の実数解を求めたり，
不等式を証明したりすることができる。
・ 不定積分を求めることができる。
・ 与えられた条件から，積分定数の値を定めることができ
る。
・ 定積分を求めることができる。
・ 定積分の形で表された関数を微分することができる。
・ 定積分を利用して，いろいろな図形の面積を求めること
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・ 微分係数と導関数の関係を理解し，それぞれを求める手
順について，説明することができる。
・ 与えられた条件に応じて，適切な手段で接線の方程式を
求める方法を，考察することができる。
・ 関数の増加・減少の様子を，導関数を用いて説明するこ
とができる。
・ 増減表から必要な情報を読み取り，関数のグラフをかく
ことができる。
・ 関数のグラフから必要な情報を読み取り，実数解の個数
を調べたり，不等式を証明したりする場面で活用することが
できる。
・ 微分と積分の関係について理解し，不定積分や定積分の
性質が成り立つ理由を説明することができる。
・ 定積分を利用して面積を求める際に，グラフなどから積
分区間を正しく判断することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・極限の概念に関心をもち，調べてみようとする。
・いろいろな導関数の表し方があることに興味をもち，その
由来などについて調べてみようとする。
・曲線の接線について関心をもち，調べてみようとする。
・いろいろな関数の増減やグラフの形状に関心をもち，調べ
てみようとする。
・微分法の利用によって関数の最大値や最小値が求められる
ことに関心をもち，具体的な問題解決の場面で活用しようと
する。
・方程式や不等式に関する問題の解決にあたって，関数のグ
ラフを積極的に活用しようとする。
・ 定積分のいろいろな性質に関心をもち，積極的に活用し
ようとする。
・ 曲線で囲まれた図形の面積の求め方に関心をもち，調べ
てみようとする。

・平均変化率
・微分係数とその意味
・導関数
・関数の微分
・接線の方程式
・関数の増加・減少
・関数の極大・極小
・関数の最大・最小
・不定積分
・定積分
・面積

【知識・技能】
　小テスト
【思考・判断・表現】
　小テスト・ノート
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業態度・提出物

合計

156

28

定期考査 ○ ○ 1







年間授業計画　新様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年

教科担当者：

使用教科書： なし

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

選択必修

1

３
学
期

入試演習
【知識及び技能】
入試特有の複合問題を解くことがで
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
与えられた問題について、解法を考
察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
問題解決に向けて、自ら取り組もう
としている。

・入試問題 【知識及び技能】
入試特有の複合問題を解くことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
与えられた問題について、解法を考察でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
問題解決に向けて、自ら取り組もうとしてい
る。

○ ○

・２次関数のグラフ
・２次関数の決定
・２次関数の最大最小
・１次不等式と２次不等式
・絶対値を含む方程式・不等式

２章　２次関数
【知識及び技能】
２次関数にグラフがかける。
【思考力、判断力、表現力等】
事象の最大・最小を２次関数を用い
て考察できる。２次不等式に応用で
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
問題解決に向けて、自ら取り組もう
としている。

○ ○

○ ○

○ ○

【知識・技能】
２次関数の特徴を捉え、グラフがかけるとと
もに２次不等式の解法に利用できる。
【思考・判断・表現】
２次関数を用いて、事象の最大最小を考察し
たり、解の配置についてグラフを利用した考
察ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
問題解決に向けて、自ら取り組もうとしてい
る。

○ ○

定期考査

配当
時数

○ ○ 12

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

１
学
期

１章　数と式
【知識及び技能】
式の展開や因数分解ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
式の特徴を捉え、式の変形を見通し
よく行うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
問題解決に向けて、自ら取り組もう
としている。

・式の展開と因数分解
・無理数の計算
・対称式の計算
・二重根号の外し方

【知識・技能】
式の計算を適切に行うことができる。
【思考・判断・表現】
式の特徴を捉えて、最適な処理を行うことが
できる
【主体的に学習に取り組む態度】
問題解決に向けて、自ら取り組もうとしてい
る。

○

1
合計

78

12

1

21

定期考査

○ ○

定期考査 ○

○

○

○

【思考力、判断力、表現力等】

数学における基本的な概念や原理・法則を体系
的に理解するとともに，事象を数学化したり，
数学的に解釈したり，数学的に表現・処理した
りする技能を身に付けている。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事
象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・
発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事
象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を身に付け
ている。

数学

事象を数学的に考察し、課題解決に数学を利用できる。

数学の良さを認識し、課題解決に向けて自ら試行錯誤しようとする。

進学数学（基礎）

高等学校 令和５年度（１２学年用） 教科

数学の原理原則を理解し、事象を数学的に表現・処理できる。

数と式，図形と計量，二次関数及びデータの分
析の分野において，数学のよさを認識し積極的
に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え
数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，
問題解決の過程を振り返って考察を深めたり評
価・改善したりしようとする態度を身に付けて
いる。

【学びに向かう力、人間性等】

数学 進学数学（基礎）

伊東　辰巳

数学 進学数学（基礎） 2

【知識及び技能】

【 知　識　及　び　技　能 】

14

定期考査 ○ ○ 1

２
学
期

３章　図形と計量
【知識及び技能】
三角比を理解するとともに、その値
や値を利用した計算ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
式の特徴を捉え、式の変形を見通し
よく行うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
問題解決に向けて、自ら取り組もう
としている。

・三角比の定義と拡張
・三角比の相互関係
・三角方程式・不等式
・正弦定理と余弦定理
・三角形や４角形の面積
・空間図形への利用

【知識・技能】
三角比を用いて辺の長さや角の大きさを求め
たり、三角比を含む方程式や不等式を解くこ
とができる。
【思考・判断・表現】
実際の測量の場面において，空間図形の中に
適当な三角形を見出し，三角比や正弦定理な
どを利用することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
問題解決に向けて、自ら取り組もうとしてい
る。

○

４章　集合と論証
【知識及び技能】
集合の包含関係を決定できる。ま
た、包含関係をもとに命題について
考察できる。
【思考力、判断力、表現力等】
物事を集合として捉え、包含関係を
考察できる。また、命題について審
議を考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
問題解決に向けて、自ら取り組もう
としている。

・集合の包含関係
・集合の要素の個数
・命題

【知識・技能】
逆，裏，対偶や，それらともとの命題との関
係を理解している。また、対偶を用いた証明
や背理法による証明ができる。
【思考・判断・表現】
2つの条件の間の関係を，命題の真偽と関連付
けて説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
問題解決に向けて、自ら取り組もうとしてい
る。

○ 7

定期考査
○ ○ 1

５章　データの分析
【知識及び技能】
与えられたデータをもとに箱ひげ図
を作ることができる。また、分散や
標準偏差・相関係数を求めることが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
データをもとに複数の変量の組の関
係性を考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
問題解決に向けて、自ら取り組もう
としている。

・代表値と箱ひげ図
・分散と標準偏差
・相関係数

【知識・技能】
データをもとに箱ひげ図がかける。また分散
や標準偏差が求められる。
【思考・判断・表現】
複数の変量についてのデータを使って、特徴
を分析できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
問題解決に向けて、自ら取り組もうとしてい
る。

○ ○ ○ 7



 年間授業計画表（令和５年度） 担当教員 大柴 優星 

教科・科目 
数学科 

数Ⅰ一般 
単位数 ２ 

学年・

学級 
３年選択者 

教科書 
完全攻略 新版 高校生の SPI 問題集 

 

補助 教材 
完全攻略 高校生の基礎数学トレーニング 

 

学習目標 

①就職試験等で求められる、非言語分野における論理的思考力の向上 

②社会人として必要とされる基礎的な計算処理を可能にする 

③苦手とすることに対し、粘り強く取り組む姿勢を育む 
 

学習期間 学習内容 学習のねらい【到達度目標】 時数 
(目安) 

1 学期 

中間考査 

●四則計算 

●小数・分数の計算 

●方程式 

●割合 

●比 

〇原理・仕組みについて説明する

ことができる 

〇必要な計算をすることができる 

〇計算式の意味を理解している 

１２ 

1 学期 

期末考査 

●損益 

●料金 

●速さ・時間・距離 

●旅人算 

〇原理・仕組みについて説明する

ことができる 

〇必要な計算をすることができる 

〇計算式の意味を理解している 

１４ 

2 学期 

中間考査 

●流水算 

●植木算 

●鶴亀算 

●濃度算 

●年齢算 

●仕事算・水槽算 

〇原理・仕組みについて説明する

ことができる 

〇必要な計算をすることができる 

〇計算式の意味を理解している 
１４ 

2 学期 

期末考査 

●順列・組み合わせ 

●確率 

●平均の計算 

●表の読み取り 

●図形 

●集合 

●推論 

〇原理・仕組みについて説明する

ことができる 

〇必要な計算をすることができる 

〇計算式の意味を理解している 

〇図形の形や模様を頭の中で想像

し、操作することができる 

１６ 

3 学期 

期末考査 

●総合演習 

●振り返り 

〇学習事項を振り返り、一年間の

まとめをすることができる。 
２２ 

 

評価の観点 

知識・技能 思考力・判断力・表現力 学びに向かう力 

〇根拠をもとに基礎的な計

算を行うことができる。 

〇基礎的な計算を身に着

け、確実に答えを導き出す

ことができる。 

〇公式や定理に頼るのでは

なく、なぜそうなるのかと

いう原理について着目し、

活用することができる。 

〇自ら論理的思考を活用

し、課題解決を積極的に行

おうとしている。 

評価方法 

定期テスト（１００点×４回） 

ワーク提出・授業プリント（加点・減点） 

授業態度・出席状況（加点・減点） 
 

学習の 

ポイント 

【補習・補講計画、参考図書など】 

成績不良者に対する補習を行う。 

テスト前に質問教室を行う。 

単に計算ができる、答えを導き出せることを目的とせず、なぜそうなるのか説明できる

力を身に着けさせ、考査で確認する。 

 



 年間授業計画表（令和５年度） 担当教員 伊東 辰巳 

教科・科目 数学（進学） 単位数 ２ 
学年・

学級 
３学年（必修選択） 

教科書 
数学Ⅰ Standard （東京書籍） 

 

補助 教材 
2024 入試 短期集中ゼミ 看護・医療系のための数学Ⅰ・Ａ 

 

学習目標 
●一般受験に対応した数学力を身に付ける。 

●看護・医療系の学校に焦点を合わせて問題を捉える力を身に付ける。 
 

学習期間 学習内容 学習のねらい【到達度目標】 時数 
(目安) 

1 学期 

中間考査 

【数と式】 

・展開と因数分解、根号を含む式の計算 

・実数の整数部分、小数部分 

・絶対値を含む 1 次不等式 

・条件と命題 

【数と式】 

展開や因数分解の順序を理解する

とともに根号を含む式の計算が円

滑に行えるようにする。 

実数の概念を理解するとともに及

絶対値を含む 1 次不等式の解法を

身に付ける。 

条件と命題の概念を理解する。 

１２ 

1 学期 

期末考査 

【２次関数】 

・平行移動と対象移動 

・最大・最小 

・２次関数の決定 

・２次方程式と２次不等式 

 

【2 次関数】 

グラフの移動を理解するとともに

最大値や最小値および２次関数を

決定できるようになる。 

２次方程式や２次不等式が解ける

ようになるとともに、放物線と直線

の関係や２次方程式の解の判別に

応用できるようになる。 

１４ 

2 学期 

中間考査 

【図形と計量】 

・鋭角の三角比とその拡張 

・三角比の相互関係 

・正弦定理と余弦定理 

・図形への応用 

【データの分析】 

・データの整理と分析 

【数学Ａ領域】 

・場合の数と確率 ・図形の性質 

【図形と計量】 

三角比の意味や相互関係を理解す

るとともに、正弦・余弦定理を用い

て図形に応用できるようになる。 

【データの分析】 

・統計の基本的な考えを理解すると

ともに，それを用いてデータを整

理、分析し傾向を把握できるように

する。 

１４ 

2 学期 

期末考査 

【総合演習】 

・基礎的な入試問題演習。 

・共通テスト過去問を用いた演習 

【総合演習】 

共通テスト過去問を活用し、基礎的

な入試問題の解法に習熟させる 

１６ 

3 学期 

期末考査 

【私大一般入試対策】 

・私大等一般入試へ向けての演習。 

【私大一般入試対策】 

私大等一般入試へ向けての演習を

行う。 

２２ 

 

評価の観点 

知識・技能 思考力・判断力・表現力 学びに向かう力 

・因数分解や根号の計算な

ど、基本計算ができる。 

・大問を解くための基礎的

な知識を身につけている。 

・問題に応じて、どの数学的

概念を使うのか、考えようと

する。また、式に表そうとす

る。 

・入試問題など、基礎的な内

容を用いて、演習問題に取り

組もうとする。 

評価方法 
・授業内の取り組み状況     ・定期考査 

・提出物（ノート、レポート）  ・出席状況 
 

学習の 

ポイント 

【補習・補講計画、参考図書など】 

夏休みに入試問題をメインとした講習を開催する。 

 



 年間授業計画表（令和５年度） 担当教員 片井木 寛之 

教科・科目 数学Ⅲ 単位数 ６ 
学年・

学級 
３年自由選択 

教科書 東京書籍 Standard 数学Ⅲ 

補助 教材 東京書籍 Standard Buddy WRITE 数学Ⅲ 

学習目標 

●数列や関数の極限について理解し，その極限を求めることができる。 

●様々な関数の微分を利用して，曲線の概形がかけるとともに，指定された部分の面積や， 

 回転体の体積を求めることができる。 

●二次曲線について理解し，その概形がかける。 
 

学習期間 学習内容 学習のねらい【到達度目標】 
時数 
(目安) 

1 学期 

中間考査 

●関数 

 

●数列の極限 

 

●関数の極限 

○分数関数や無理関数についてそのグラフがかける 

○逆関数や合成関数の定義を理解し，それを求めることができる。 

○数列の収束・発散を判断し，極限を求めることができる。 

○いろいろな数列の極限を求めることができる。 

○関数の極限について理解する。 

○いろいろな関数の極限を求めることができる。 

○関数の連続性について理解する。 

○微分可能と連続性の関係を理解する。 

36 

1 学期 

期末考査 

●微分 

 

 

 

○導関数を定義に基づいて求めることができる。 

○積や商の形で表された関数を微分することができる。 

○合成関数や逆関数を微分することができる。 

○高次導関数を求めることができる。 

○いろいろな関数を微分することができる。 

42 

2 学期 

中間考査 

●微分の応用 

 

 

○接線の方程式を求めることができる。 

○関数の増減を調べ，極値を求められるとともに，グラフを書く 

ことができる。 

○関数の最大・最小を求めることができる。 

○媒介変数で表示された関数を微分できる。 

42 

2 学期 

期末考査 

●不定積分 

 

 

●定積分 

 

●積分の応用 

 

○不定積分について理解する。 

○置換積分や部分積分ができる。 

○いろいろな関数の不定積分を求めることができる。 

○簡単な定積分の計算ができる。 

○置換積分や部分積分を利用して，定積分を求めることができる 

○曲線で囲まれた部分の面積を求めることができる。 

○回転体の体積を求めることができる。 

48 

3 学期 

期末考査 

●２次曲線 

 

●媒介変数表示 

○放物線・楕円・双曲線について理解し，概形がかける。 

○２次曲線と直線の関係を考察できる。 

○媒介変数で表示された曲線の概形について考察できる。 

66 

 

評価の観点 

知識・技能 思考力・判断力・表現力 学びに向かう力 

公式や性質を理解するとと

もに，それらも利用して問

題を解くことができる。ま

た，問題について解説する

ことができる。 

与えられた問題を数学的に

捉え，適切な数式で表すこ

とができるとともに，そこ

から事象の性質について考

察できる。 

身の回りの事象を数学的に

捉えようとする。教えあい

を大切にし，皆で問題を解

決しようとする。 

評価方法 

定期テスト（全５回 各１００点） 

授業態度【加点・減点要素】 

小テスト【加点要素】 
 

学習の 

ポイント 

【補習・補講計画、参考図書など】 

★わからないところはすぐに先生に聞きましょう 

★成績不振の場合は，長期休暇中に課題または補習を課します。 

 


